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親子ふれあい遊びの広場
シビックセンターたからや（宮川町）
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No.1323

平成18年9月1日号

　特定非営利活動法人こども未来ネットワーク（あ /い 22－1960）は、

７月～１２月の毎月第２火曜日に、シビックセンターたからや１Ｆ・

親子ふれあい遊びの広場で、「子育て講座」～子育てをもっとたのし

く～を開催しています。

　講座は５回開催され、申込順で 20 組が参加できます。

　こども未来ネットワークの楠本知恵美さんは、「いつでも広場は自

由に使っていただけますので、お子さんといっしょに遊びに来てく

ださい」と気軽な参加を呼びかけられていました。
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こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
の
時

期
を
迎
え
ま
す
。
災
害
か
ら
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
今
一
度
、

個
人
の
備
え
、
家
族
の
備
え
、
地

域
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
強
風
・
大
雨
に
備
え
て
】

　

強
風
・
大
雨
の
と
き
に
屋
外
に

出
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に

注
意
し
、
早
め
に
対
策
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

■ 

台
風
が
近
づ
く
前
に
屋
外
を
点

検
し
、
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な

物
は
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
。

■ 

大
雨
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

は
、
排
水
口
な
ど
に
溜
ま
っ
て

い
る
泥
、
ゴ
ミ
な
ど
を
取
り
除

い
て
お
く
。

■ 

雨
戸
を
閉
め
た
り
、
窓
ガ
ラ
ス

に
飛
散
防
止
用
の
テ
ー
プ
を
貼

る
。

■ 

家
の
周
り
に
が
け
崩
れ
な
ど
の

危
険
な
場
所
が
な
い
か
確
認
し

て
お
く
。

【
地
震
に
備
え
て
】

　

地
震
は
い
つ
起
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
屋
内
・
外
を

点
検
し
、
被
害
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

が 

家
具
は
転
倒
し
な
い
よ
う
に
固

定
し
、
食
器
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス

部
分
に
は
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
。

が 

万
が
一
、
家
具
が
倒
れ
て
き
て

も
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
家
具

の
配
置
と
寝
る
位
置
を
工
夫
す

る
。

が 

消
火
器
、
救
急
箱
な
ど
の
置
き

場
所
を
確
認
し
て
お
く
。

が 「
倉
吉
市
震
災
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
促
進
事
業
」
を
活
用
し
て
、

住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
耐
震
化
を
促
進
す
る
。

【
災
害
に
備
え
て
】

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
必
ず

し
も
家
族
が
一
緒
に
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
混
乱
し
な

い
た
め
、
普
段
か
ら
家
族
で「
災
害

時
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」を
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

き 

全
戸
配
布
し
て
い
る
地
震
・
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
場

所
を
確
認
し
、
安
全
な
避
難

ル
ー
ト
を
確
認
し
て
お
く
。

き 

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の
背
負
い
式

バ
ッ
グ
に
非
常
時
の
持
ち
出
し

品
を
準
備
し
て
お
く
。

＞

持
ち
出
し
品
の
例

＜

・
食
料
、
飲
料
水
（
３
日
分
）

・救
急
用
品

・
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯

・
衣
類
、
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
オ
ム
ツ
、
靴
な
ど
の
生
活

用
品

・
現
金
、
通
帳
、
免
許
証
、
健
康

保
険
証
の
コ
ピ
ー

・
家
族
の
状
態
に
応
じ
た
物
品
（
粉

ミ
ル
ク
、
処
方
箋せ
ん

な
ど
）

・
公
民
館
単
位
で
自
主
防
災
組
織

を
結
成
し
、
定
期
的
に
防
災
訓
練
、

防
災
研
修
会
を
開
催
す
る
。

【
避
難
時
の
心
が
け
】

　

避
難
す
る
と
き
は
、
火
の
元
、

戸
締
ま
り
な
ど
を
確
認
し
、
隣
近

所
で
声
を
掛
け
合
っ
て
避
難
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、高
齢
者
・
障
害
者
・

子
ど
も
な
ど
に
配
慮
し
、
地
域
住

民
が
助
け
合
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

８
月
30
日
〜
９
月
５
日
は

「
防
災
週
間
」で
す
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日ごろから風水害、地震などの災害に備えましょう
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下水道 きれいな未来 つくる道

　

私
た
ち
が
生
活
す
る
中
で
、
水
は
い
ろ
い

ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

使
い
終
わ
っ
た
水
を
汚
水
と
し
て
そ
の
ま

ま
排
出
す
る
と
、
悪
臭
や
蚊
・
ハ
エ
な
ど
の

発
生
源
と
な
り
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
汚
水
が
付
近
の
河
川
か
ら
海
へ
と

流
れ
込
む
と
環
境
破
壊
の
大
き
な
原
因
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
汚
水
を
元
の
き
れ
い
な
水
に
戻
し
、

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
維
持
、
河
川

や
海
の
環
境
保
全
を
目
的
と
し
て
現
在
全
国

で
下
水
道
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

倉
吉
市
は
昭
和
51
年
度
か
ら
下
水
道
事
業

に
取
り
組
み
、今
年
で
30
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
の
維

持
の
た
め
下
水
道
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
供
用
が
始
ま
っ
た
区
域
で
は
、

下
水
道
法
で
、
台
所
、
ふ
ろ
場
、
浄
化
槽
式

ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
雑
排
水
は
１
年
以
内

に
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
３
年
以
内
に
下

水
道
に
、接
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

接
続
し
な
け
れ
ば
、
生
活
環
境
の
整
備
、
水

質
の
保
全
な
ど
の
下
水
道
の
効
果
も
発
揮
で

き
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
市
が
指
定
し
た
業
者
で

な
け
れ
ば
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
排

水
設
備
指
定
業
者
に
相
談
の
上
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
倉
吉
市
排
水
設
備
工
事
指
定

業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）

　

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
必
要
書
類
な
ど
は
下
水
道
課
に
準
備

し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事

：

①
く
み
取
り
便
所
の

水
洗
便
所
へ
の
改
造
②
し
尿
浄
化
槽
を
廃
止

し
、公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
便
器
、

洗
浄
用
具
な
ど
の
改
造
③
こ
れ
ら
の
工
事
に

伴
う
給
水
設
備
の
新
設
や
改
造
す
る
工
事
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
下
水
道
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

排
水
設
備
は
、
個
人
で
設
置
し
、
維
持
管

理
す
る
も
の
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
台
所
で
は
、
残
飯
や
野
菜
く
ず
を
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
排
水
管
の
詰
ま
り
や
悪

臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
油
を
流
す
と
、
冷

え
て
固
ま
り
下
水
道
管
が
つ
ま
る
原
因
と

な
り
ま
す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚
れ
は

ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
水
洗
ト
イ
レ
に
は
、
専
用
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
便
器
や
排
水
管
の
詰
ま
る
原
因

と
な
り
ま
す
。

●
排
水
設
備
の
詰
ま
り
、
老
朽
化
な
ど
の
ご

相
談
は
、
施
工
を
さ
れ
た
倉
吉
市
排
水
設

備
指
定
業
者
ま
た
は
、
下
水
道
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

下
水
道
課　

（
あ
２
２

－

８
１
７
６
／
い
２
２

－

８
１
４
０
）

　下水道は快適で衛生的な生活環境づく

りのパートナーです。

　下水道に対する理解を深めてもらおう

と、「水の旅見学会」を行っています。

　これは、小学生の親子を対象に（財）鳥

取県天神川流域下水道公社と中部各市町

が協力し、ダム・水源地・下水処理場の

見学や水にかかわる実験をとおして、下

水道の大切な役割を知ってもらおうとす

るものです。

排
水
設
備
工
事
は
必
ず
市
の
指
定

業
者
で融

資
制
度
が
あ
り
ま
す

下
水
道
課
か
ら
の
お
願
い

9月
10日
は

下水
道の
日で
す

【
安
否
確
認
】

　

災
害
時
に
家
族
や
知
人
の
安
否

を
確
認
す
る
手
段
と
し
て
、「
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル『
１
７
１
』」
や

「
ｉ
モ
ー
ド
災
害
用
伝
言
板
サ
ー

ビ
ス
」
な
ど
を
覚
え
て
お
き
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

【
防
災
情
報
の
確
認
】

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
で
放

送
し
た
防
災
情
報
を
市
に
ご
登
録

い
た
だ
い
た
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
に
電
子
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い

ま
す
。

　

防
災
情
報
を
確
認
す
る
手
段
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
登
録
用
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

h
t
t
p
:
/
/
b
o
u
s
a
i
.
c
i
t
y
.

k
u
ra
y
o
sh
i.to
tto
ri.jp

/u
se
r/

※
問
合
せ
先

：

総
務
課

（
あ
２
２

－

８
１
６
２
／
い
２
２

－

１
０
８
７
）

「水の旅見学会」

一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
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　市では、市民参画条例の素案を作成しました。

　この素案を作成するまでに、７月１３日から８月

１１日にかけて「車座集会・キラリと光るまちづくり

トーク」を開催し、市民参画・協働の意義・必要性に

ついて、市民の皆さんと共通理解を図ってまいりま

した。その中で、参加いた

だいた多くの人から、「意義・

必要性は理解できる。早く

条例の案を作成、公表し、

市民が議論できるようにす

べき」とのご意見をいただい

たところです。

　この素案は、市民参画・

協働を推進するための大切

な考え方をまとめた理念型

の条例であることが特徴で

す。これは、昨年度、市民

参画条例に盛り込みたい内容を要綱案としてまとめ、

市民の皆さまからご意見をいただきましたが、「わか

りにくい」という多くの意見をいただいたことから、

市では、「大切なことを、わかりやすく」を基本に、新

しく作成したものです。

　この素案をもとに議論していただき、皆さんから

のご意見をもとに、この素案の見直しを行い、再度、

公表します。

提出方法

　（１）郵便番号：〒６８２－８６１１

　　　 倉吉市葵町７２２

       　倉吉市企画部市民参画課活動支援係あて

　（２）い２２－８１４４

　（３）Ｅメール：sankaku@city.kurayoshi.tottori.jp

　（４）直接持参される場合

　　　　 市役所４階　企画部市民参画課

提出様式

　自由です。 （「市民参画条例（素案）に対する意見」と

表記してください）

提出期限　９月２９日（金）

※問合せ先：市民参画課（あ 22－8159 ／い 22－8144）

　

自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
を
自
ら

が
治
め
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
で

す
。

　

私
た
ち
市
民
は
、
自
分
た
ち
が

生
活
す
る
ま
ち
を
、
よ
り
安
全
で

住
み
や
す
く
、
個
性
的
で
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
と
市
民
、

そ
し
て
、
市
民
と
議
会
、
行
政
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
特
性
を
活
か
し

な
が
ら
、
補
完
、
協
力
し
合
い
、

公
共
的
課
題
の
解
決
に
あ
た
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
を
市
民
共
通
の
理
解

と
意
思
の
も
と
に
推
進
す
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
つ
く
り
ま
す
。

（
条
例
を
つ
く
る
目
的
）

第 

１
条　

こ
の
条
例
は
、
市
民
参

画
・
協
働
の
大
切
な
考
え
方
を

定
め
、
市
民
、
議
会
、
行
政
が

確
認
し
、
市
民
参
画
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

（
市
民
参
画
・
協
働
の
意
味
）

第 

２
条　

市
民
参
画
・
協
働
と
は
、

左
記
の「
市
民
参
画
・
協
働
の

説
明
図
」
の
と
お
り
、
市
民
が
、

公
共
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
地
域
自
治
組
織
、
市
民
活

市
民
参
画
条
例 市民活動団体地域自治組織

行　政 議　会

市　民

公共的課題の解決のため
市民参画・協働している状態

協働・連携

協働・連携

協働・連携

協働・連携

参画 参画

参画 参画

市
民
参
画
条
例
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た

  

倉
吉
市
市
民
参
画
条
例（
素
案
）

市民参画条例（素案）に

ご意見をお寄せください

市民参画・協働の説明図




